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津島：鵜飼さんが編集委員に加わったきっかけは何でしょうか？ 

鵜飼：商工会から来たお知らせメールの中にガルフストリーム編集委員募

集の案内があり興味を持ちました。ガルフに限らず文章を読む・書くことが

好きで、その延長線上で自分に出来ることがないかと思ったことがきっか

けでした。 

津島：私は鵜飼さんとは対照的に、文章を書いたり編集したりするのはあ

まり得意ではありませんでしたが、弊社の早坂商工会長の指示でガルフ

の一員に加わることになりました。最初は気乗りしなかったのですが、入っ

てみると今まで関わったことの無い方々と知り合いになれたり、様々な情

報が入ってきたりして楽しくやらせて頂いております。 

鵜飼：人によって切り口・アプローチは様々だということを感じますね。文

章を書くのが好きな人もいれば、人脈やコミュニティを広げることを目的に

入ってくる方もいらっしゃいますね。 

津島：そういった中で編集作業において気を付けていたポイントはありま

すか？ 

鵜飼：関わった皆様に喜んでもらえるようにすること、執筆者には自分の

文章が発行される喜び、レイアウト担当の方には自身の作業が形になる

喜び、そして読者には記事を楽しんでもらうことですね。例えば校正担当

になった時は文章を書いてくれた人の持ち味を活かし、赤ペン修正は最

小限に留めました。 

 またガルフ発行においては文章を書く上工程、編集する中工程、レイア

ウトの下工程といった流れがある中で、どうしても下工程のスケジュールが

タイトになりがちなので、そのスケジュール配分には気を付けました。 

津島：ガルフの発行は正にチーム作業ですよね。 

鵜飼：その通りで、一見執筆者が一人で文章を書いて完結するという印

象を持たれがちなのですが、実は文章が世に出ていくまでは非常に多く

の人が関わっていることが編集委員になるとわかります。 

津島：編集委員のやりがいとしては、例えば先ほど挙げたチームプレーで

毎月の誌面を作り上げる部分でしょうか？ 

鵜飼：何種類かありますが、一つ目は仰る通りチームプレーで誌面を作り

上げるところですね。それ以外には、自分でも執筆をしていたので自分の

書いたものが誌面に載るのは充実感がありました。そして一番大きいの

は、読んだ人から感想を教えてもらえることです。 

津島：それは大きいですよね。私も今年はソフトボール大会の記事を担当

したのですが、様々な方からフィードバックがもらえて楽しかったです。 

津島：次のトピックに移りますが、どんな人が編集委員に向いていると思

いますか？ 

鵜飼：自分は文章が好きだという切り口から入りましたが、必ずしも全員が

そうでなくてもいいと思います。人と関わるのが好き、イベントが好き等、

様々な方が編集委員になってアイデアを出し合うことでより良い記事が書

けるようになりますので。 

津島：ヒューストンにどっぷり浸かりたい人、駐在員等で来ている時間で最

大限にヒューストンを満喫したい人向けですよね。 

鵜飼：あとは少なからず時間を取られる部分もあるので、本格的に作業す

る人は家族帯同の駐在員よりも単身駐在員（土日が自由に使える人）の

方がやりやすいという部分はあると思います。 

津島：確かに単身駐在員の方が時間をかけられる部分はあるかもしれま

せんが、私のように家族帯同している場合でも、ガルフ編集委員のコミュ

ニティ、特にヒューストンでの子育て経験豊富な方々から様々な情報を得

られる部分は大変ありがたいです。 

鵜飼：確かにその通りで、ガルフの記事も補習校や子育て記事等も多く、

そういった人からフィードバックを受けることでより良い記事が書ける部分

もありますよね。欲張りを言うとご家族ぐるみで記事に携わってくれる方が

いると非常に良いですね。 

津島：我が家はまだ子供が小さいのですが、補習校の小学校高学年・中

学・高校に通学するお子さんをお持ちの方が記事の執筆に関われるとい

いですね。(P2へ続く） 

▼対談の様子  

所属企業 日本製鉄 三井物産  

ヒューストン赴任時期 2019年3月～2023年3月 2021年10月～現在  

編集員加入時期 2019年6月～2023年3月 2022年10月～現在  

家族構成 単身駐在員 妻・6歳息子・2歳娘  

 

  

Ṭ Ṭ  

    

 

 ガルフストリーム編集委員は商工会会員を中心に、駐在員や永住者等

の様々なボランティアが携わっています。今回は読者の皆様に編集委員

の活動をより良く知って頂くため、駐在員で2019年6月から4年弱に亘り

編集委員をしていた鵜飼さんと、2022年10月に新たに編集委員に加

わった津島が、編集委員の魅力等について対談を行いました！ 

https://www.jbahoustongulfstream.com/_files/ugd/66ffda_03cba47f4ab74928972c75bcaab6bab1.pdf

